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取扱説明書
タイプ AC19

1	 取扱説明書
取扱説明書では、製品の全ライフサイクルについて説明します。本説
明書は、すべてのユーザーが簡単にアクセスできる場所に保管し、
製品を譲渡する場合は新しい所有者に本説明書も同時にお渡しく
ださい。

重要な安全情報。
	▶ この説明書をよくお読みください。
	▶ 特に、安全に関する指示、用途、操作条件を守ってください。
	▶ 本デバイスで作業を行う人は、この説明書を読んで理解する必
要があります。

1.1	 用語/略語の定義
本説明書で使用される「製品」という用語は、常に電磁コイル タイ
プ AC19 を指します。

本説明書で使用される略語「Ex」は、常に「爆発危険領域」
を意味します。

1.2	 記号
本説明書では、以下の記号が使用されています。

危険！

差し迫った危険について警告します。
	▶ この指示に従わない場合は、死亡事故または重傷につながり
ます。

警告！

潜在的に危険な状態であることを警告します。
	▶ この指示に従わない場合は、死亡事故または重傷につながるお
それがあります。

注意！

潜在的な危険性を警告します。
	▶ これらの指示に従わない場合、軽度または中程度の怪我につな
がるおそれがあります。

注記！ 

物損の危険性を警告します。

重要なヒントと推奨事項

これらの取扱説明書、またはその他の文書の情報をご参照
ください。

	▶ 危険を回避するための指示を指定します。
	→ 実行する必要のある手順を示します。

日本語
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用途
タイプ AC19

2	 用途
電磁コイル タイプ AC19 のを本来とは異なる用途に使用すると、人、
近くの機器や周囲の環境に危険が及ぶおそれがあります。
電磁コイル タイプ AC19 は、気体または液体を制御するバルブを
駆動するために使用されます。

	▶ 電磁コイル  AC19 で作動するバルブは、データシートで指定され
た許容媒体専用に使用し、爆発グループ IIC、カテゴリー2Gまたは
爆発グループ IIIC、カテゴリー2Dおよび温度クラスT4（爆発危険領
域に関する詳細は銘板を参照）での使用に限ります。

	▶ 電磁コイルは、第「6 製品の使用条件」章で規定された用途にのみ
使用し、Bürkert が推奨および許可する外部機器およびコンポー
ネントと組み合わせて使用してください。

	▶ 使用される引火保護等級は、ケーブル接続付きの電磁コイル向
け防爆カプセル充填「m」となっています。

	▶ オプションで取り付けられる接続端子ボックスの引火保護等級
は、ガスの場合は「e」、粉塵の場合は「t」です。

	▶ デバイスの安全で適切な操作のための前提条件は、適切な輸
送、保管、設置、および慎重な操作とメンテナンスです。その他の
用途または追加的な用途は、意図された使用方法とはみなされ
ません。Bürkert は、これによって生じた損害について一切の責
任を負いません。リスクに対しては、ユーザーのみが責任を負う
ものとします。

	▶ 本製品は、定められた用途にのみ使用してください。

2.1	 防爆認証 
防爆認証は、本取扱説明書に記載されているように、Bürkert が承認
したモジュールとコンポーネントを使用する場合にのみ有効です。
AC19 電磁コイルは、Bürkert が認証した追加コンポーネントとの組み
合わせでのみ使用できます。そうでない場合、防爆認証は無効となり
ます。製品、モジュールまたはコンポーネントに無許可の変更がなさ
れた場合、防爆認可も失効します。
本製品は、Shanghai Inspection and Testing Institute of Instru-
ments and Automation Systems Co., Ltd.上海計器自動化システム
株式会社検査試験所（SITIIAS）による審査の対象となっており、国の
防爆規格（GB/T 3836.2021 爆発性雰囲気）の要件に準拠している旨
のCCC認定を受けています。 
以下のEC型式承認用試験証明書およびIECEx証明書は、以下の機関
によって発行されました。	   Bureau Veritas  
			     Consumer Products  
			     Services Germany GmbH 
			     Businesspark A96 
			     86842 Türkheim（ドイツ）

AC19 電磁コイル：�	 EPS 16 ATEX 1072 X  
	 IECEx EPS 16.0030 X

接続端子ボックス：�	 PTB 15 ATEX 1011 U  
	 IECEx PTB 15.0037 U 

製造は、以下の機関によ 
る監査を受けています。	� Fiditas CE 2829 

Ulica Slavka Tomerlina 44 
10361 Zagreb-Sesvete 
Hrvatska（クロアチア）

EC タイプ試験証明書はcountry.burkert.comから入手できます。

日本語
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安全に関する基本的な指示
タイプ AC19

3	 安全に関する基本的な指示
この安全に関する注意事項は、設置、操作、メンテナンス時に発生す
る不測の事態や事象を考慮したものではありません。
オペレーターは、スタッフに関するものも含めて場所ごとに定められ
た安全規則を遵守する責任があります。

システムまたは製品内の高圧による怪我のリスク。
	▶ システムまたは製品で作業を行う前に、圧力を遮断し、配管を減
圧するか、または空にしてください。
感電による怪我のリスク。

	▶ システムまたは製品で作業を行う前に、電源をオフにし、再起動
しないようスイッチを固定してください。

	▶ 電気製品に適用される事故防止規定および安全規制を遵守し
てください。
長時間の使用によって高温になった製品の表面により火傷や火災が
発生するリスクがあります。
電磁コイルは連続運転中、非常に高温になることがあります。

	▶ 製品を可燃性の物質や媒体から遠ざけ、そして素手では触れな
いでください。

爆発の危険。
電磁コイルとバルブボディは、設置後にクローズドシステムを形成
します。爆発危険領域で使用する場合、作動状態でシステムを開く
と爆発につながるおそれがあります。

	▶ 作動中はシステムを分解したり開いたりしないでください。
静電気の放電による爆発のリスク。
静電気を帯びた装置や人体から突然放電が発生した場合、危険区域

（爆発危険領域）では爆発の危険性があります。
	▶ 適切な措置を講じて、危険区域（爆発危険領域）内で静電気が発生
しないようにすること。

	▶ 製品は、高電荷を発生する工程、自動研削・切削工程、電子の飛
散（例：静電塗装装置付近）、または空気圧で推進される粉塵を
発生する区域では使用できません。

	▶ 製品の表面は、湿らせた布または帯電防止布のみで軽く拭いて
清掃してください。
爆発の危険を回避するため、爆発危険領域では以下の点を遵守す
る必要があります。

	▶ 爆発危険領域の銘板には、温度クラス、周囲温度、保護等級、電
圧に関する情報が記載されています。

	▶ 設置、操作、およびメンテナンスは、資格のある専門スタッフの
みが行うことができます。

	▶ 設置および運転時には、適用される安全規制（国内安全規制を
含む）ならびに当該技術に関する一般規則を遵守してください。

日本語
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一般情報
タイプ AC19

	▶ 修理は必ず製造元に依頼してください。
	▶ 本製品を、取扱説明書に記載されている限界を超える機械的お
よび/または熱的負荷にさらさないでください。

	▶ 接続端子ボックスは電源を切った状態でのみ開けてください。

一般的な危険な状況。
怪我を防止するために、必ず次のことを行ってください。

	▶ 製品が意図せず作動するのを防ぐため、スイッチを固定してく
ださい。

	▶ 設置時にはフロー方向にご注意ください。
	▶ 電源遮断後、制御された方法でプロセスが再開されていること
を確認してください。

	▶ バルブを配管に取り付ける際には、製品をてことして使わない
でください。

4	 一般情報

4.1	 連絡先
ドイツ

ビュルケルトジャパン株式会社 
〒112-0005 東京都文京区 
水道1-12-15 
白鳥橋三笠ビル 
電話：03-5804-5020 
Fax：03-5804-5021 
メールアドレス：info.jpn@burkert.com

海外拠点
連絡先は、印刷版の取扱説明書の裏表紙にも記載されています。
オンラインでcountry.burkert.comでもご覧いただけます。

4.2	 保証について
保証の前提条件として、電磁コイル タイプ AC19 が指定された使用
条件のもとで、意図された用途に使用されている必要があります。

4.3	 オンラインでの情報
Bürkert 製品の取扱説明書およびデータシート は、 
country.burkert.comでご覧いただけます。

日本語
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製品説明
タイプ AC19

5	 製品説明

5.1	 構造

AC19 電磁コイル（ケ
ーブル出口付き）の	
コンポーネント：

保持プレート

接続ライン

バルブコンのポー
ネント：

ナット

コアガイドチューブ

ライン接続部付き
バルブハウジング

電磁コイルハウジ
ング

ユニオンナット

図1：	 ケーブル出口付き電磁コイル タイプ AC19

ライン接続部付き
バルブハウジング

コアガイドチ
ューブ

ナット

バルブコンのポー
ネント：

AC19 電磁コイル（接続端
子ボックス付き）の	
コンポーネント：

電磁コイルハウジ
ング

保持プレート

接続端子ボッ
クス

ねじ

ばねリング座金

ロックネジ

プレート

ケーブル付きリング
接続端子

図2：	 電磁コイル タイプ AC19（接続端子ボックス付き）

日本語
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製品説明
タイプ AC19

5.2	 ケーブル出口付き電磁コイル
電磁コイル タイプ AC19 は、各種 Bürkert バルブ用の電磁弁アクチュ
エータです。本製品は、いわゆる中央ねじ込みコイルとして、バルブか
らは完全に分離されています。電磁コイルを取り外した場合でも、バル
ブ本体はクローズドシステムを維持します。
電磁コイルは以下のもので構成されます。
•	 電磁コイル巻線、
•	 電磁コイルハウジング（エポキシ樹脂製）
•	 接続ケーブル、
•	 制御エレクトロニクス。
内蔵型ブリッジ整流器により、交流または直流で動作可能です。動作
状態での消費電力を低減する電子式電源切替機能を備えたバージ
ョンがオプションで用意されています。
電磁コイルはバルブのコアガイドチューブの上に配置され、ナットで
固定されます。バルブ側への回転に対して確実に固定されています。
電気接続ラインの出口は電磁コイル軸に対して垂直です。ケーブルは
電磁コイルにしっかりと組み込まれています。ユニオンナットは取り外
すことを意図していません。
金属製バルブコンポーネントは、電磁コイルとバルブのインターフェイ
スにおいてコイルと電気的に接触します。金属制コンポーネントは、接
続ライン上の保護導線を介して接地する必要があります。

5.3	 接続端子ボックス付き電磁コイル
電磁コイルの試運転は、「5.2」の説明と同一ですがが、ここではさら
に接続端子ボックスが組み込まれています（「図2」を参照）。接続端
子ボックスは、EU タイプ認可試験証明書 PTB 15  ATEX  1011  Uまた
はIECEx PTB 15.0037 Uにより認定されています。
ケーブル出口方向は、ご注文時にいただく情報にてお選びいただけ
ます。ケーブル出口方向は後から変更可能ですが、その際には専用
工具1) が必要となります。追加の電位均等化用接続セットはオプショ
ンで含まれます。詳細は第「8.2」章を参照してください。

1)	 ��担当の Bürkert 担当者までご連絡ください

日本語
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製品の使用条件
タイプ AC19

6	 製品の使用条件

6.1	 特別な条件

6.1.1	 静電気の発生防止

警告！

静電気放電による危険性
静電気を帯びた装置や人体から突然放電が発生した場合、危険区
域（爆発危険領域）では爆発の危険性があります。

	▶ 適切な措置を講じて、危険区域（爆発危険領域）内で静電気が発
生しないようにすること。

	▶ 製品は、高電荷を発生する工程、自動研削・切削工程、電子の飛
散（例：静電塗装装置付近）、または空気圧で推進される粉塵を
発生する区域では使用できません。

	▶ 製品の表面は、湿らせた布または帯電防止布のみで軽く拭いて
清掃してください。

6.1.2	 ブロックマウント
電磁コイル タイプ AC19 は基本的にシングルマウント用として設計
されています。ブロックマウントには、相互加熱による周囲温度の上
昇により許容周囲温度を超過しないよう、ユーザーが確実に確認す
ることが不可欠です。

6.2	 操作条件
バルブは電磁コイルの冷却装置としての機能も担っています。 
電磁コイルはバルブなしで操作しないでください。バルブハウジン
グは以下の前提条件を満たしている必要があります。
•	 材料 

金属（真鍮、アルミニウム、ステンレス）またはポリアミド
•	 最小寸法 

55 mm x 36 mm x 30 mm
より優れた熱伝導性を備えた大型バルブハウジングは、いつでも使
用できます。

6.3	 動作温度範囲
電気データに記載されている各タイプの動作温度範囲に注意してく
ださい。

日本語
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技術データ
タイプ AC19

7	 技術データ

7.1	 安全に関する注意事項

危険！

爆発の危険。
銘板に記載されている技術的安全情報および値を遵守しない場合、
危険な状況が発生する可能性があります。
▶ 製品の操作にあたっては、保護等級および温度クラスを遵守し

てください。
銘板に記載されている電圧を超えると、機器が過熱する可能性のあ
る技術的な安全リスクが生じます。
▶ 製品を銘板に指定されている電圧よりも高い電圧に接続しない

でください。

7.2	 基準と指令
本製品は、市場投入時に適用される法的要件に準拠しており、関連
する欧州指令/規制および統一規格に基づき開発および検査されて
います。
適合性は文書化され、必要に応じて証拠によって裏付けられます。EU 
適合宣言書は、country.burkert.comの各タイプのページに記載され
ています。

7.3	 ケーブル出口付き電磁コイルのラベリング

バルブの詳
細を記載した
銘板

バルブの例を含む電磁コイル タイプ AC19 と
銘板の位置：

電磁コイル タイプ AC19 
の 

詳細を記載した銘板

1
2

3
4

5
6

8
7

9

10

国による承認
付き銘板

図3：	 防爆銘板の位置と説明（例）

日本語
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技術データ
タイプ AC19

凡例：

位置 説明
1 ATEX、認証機関および認証番号

2 ATEX、防爆保護の識別

3 IECEx、認証発行者および認証番号

4 IECEx、防爆保護の識別

5 防爆コード付き銘板

6 公称電圧、公称出力

7 周囲温度範囲

8 シリアル番号

9 製造日

10 識別番号

7.4	 接続端子ボックス付き電磁コイルのラベル
注記！ 

接続端子ボックスを取り付けることで、引火保護等級が変更となります。

電磁コイル タイプ AC19	
接続端子ボックス付き	
サンプルバルブ付き、	
銘板の位置：

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

国による承認
付き銘板

図4：	 防爆銘板の位置と説明（例）

日本語
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技術データ
タイプ AC19

凡例：

位置 説明
1 ATEX、認証機関および認証番号

2 ATEX、防爆保護の識別

3 IECEx、認証発行者および認証番号

4 IECEx、防爆保護の識別

5 防爆コード付き銘板

6 公称電圧、公称出力

7 周囲温度範囲

8 シリアル番号

9 製造日

10 識別番号

7.5	 国による承認付き銘板

7.5.1	 韓国 KC

1

2

図5：	 銘板 韓国 KC（例）

凡例：

位置 説明
1 識別番号

2 警告情報

製品名： 電磁コイル

モデル名： AC19

防爆に関するマーキング： Ex eb IIC Gb, Ex tb IIIC Db

KC 認定番号： 25-AV4BO-XXXX（例）

認証機関： 韓国労働安全衛生庁（KOSHA）

設置規格: KS C IEC 60079-14

適用規制： 保護装置の安全認証に関する通
知、No.2021-22

日本語
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技術データ
タイプ AC19

連絡先情報
Burkert Korea Co., Ltd.
所在地：8F, Building B, Gwangmyeong Xi Tower, 67 
Saebitgongwon-ro,
Gwangmyeong-si, Gyeonggi-do（韓国）
電話：+82 2 3462 5592
Fax：+82 2 3462 5594
メールアドレス：sales.korea@burkert.com
ウェブサイト：www.burkert.kr
7.5.2	 中国 CCC

1

2

図6：	 銘板 中国 CCC（例）

凡例：

位置 説明
1 防爆に関するラベル

2 警告情報

7.6	 引火保護等級
Ex 貼付ラベルは、使用されている各コンポーネントの引火保護等級
を示します。

タイプ 防爆に関するラベル 内部コード

AT
EX

ケーブル
出口

II 2G Ex mb IIC T4 Gb
II 2D Ex mb IIIC T130 °C Db

JJ04 + JWxx2) 

+ PX38

接続端子
ボックス

II 2G Ex eb mb IIC T4 Gb
II 2D Ex mb tb IIIC T130 °C Db

JA13 + PX38

IE
CE

x

ケーブル
出口

Ex mb IIC T4 Gb
Ex mb IIIC T130 °C Db

JJ04 + JWxx2) 
+ PX38

接続端子
ボックス

Ex eb mb IIC T4 Gb
Ex mb tb IIIC T130 °C Db

JA13 + PX38

PX88 仕様

タイプ 防爆に関するラベル 内部コード

AT
EX

ケーブル
出口

II 2G Ex mb IIC T3 Gb
II 2D Ex mb IIIC T195 °C Db

JJ04 + JWxx2) 
+ PX88

接続端子
ボックス

II 2G Ex eb mb IIC T3 Gb
II 2D Ex mb tb IIIC T195 °C Db

JA13 + PX88

IE
CE

x
ケーブル
出口

Ex mb IIC T3 Gb
Ex mb IIIC T195 °C Db

JJ04 + JWxx2) 
+ PX88

接続端子
ボックス

Ex eb mb IIC T3 Gb
Ex mb tb IIIC T195 °C Db

JA13 + PX88

2) 異なるケーブル長

日本語
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技術データ
タイプ AC19

7.7	 電気データ

バージョン ブリッジ整流器 電力切替機能

内部コード CZ24 CZ05

定格電圧/周
波数

24 V DC/50、60 Hz
110 V DC/50、60 Hz

120 V/60 Hz
230 V DC/50、60 Hz

240 V/60 Hz

24 V DC/50、60 Hz
110 V/50、60 Hz

120 V/60 Hz
230 V/50、60 Hz

240 V/60 Hz

公称出力 15 W 44 W

低減された公称
出力

該当なし 6.5 W

周囲温度範囲 -40〜+65 °C
-40〜+70 °C (T3/195 °C)

-40〜+70 °C

温度クラス T4/130 °C 
T3/195 °C

最大切替頻度 該当なし 30/分

最小無電流遮断 該当なし 1 秒

運転モード
（DIN VDE 0580

に準拠）

連続運転
間欠運転
短期運転

7.7.1	 電気接続
ケーブルの技術データ：
材料3)：	 ポリオレフィン
動作温度 
範囲3)： 	�-55〜+145 °C（固定設置時）
最小曲げ半径3)： 	�4 x 外径（固定設置）
外径3)： 6.2 mm
試運転/機能：	 3 x 銅線、0.5 mm²/LNPE

IEC 60754-1に基づきハロゲンフリー

タイプ 内部コード

常設ケーブル JJ04 + JWxx4)

 内ネジ付き接続端子ボックス JAxx

3) メーカーによる詳細
4) 異なるケーブル長

日本語
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付属品
タイプ AC19

8	 付属品
8.1	 接続端子ボックス用ケーブル接続
接続端子ボックスには、適切なケーブル接続が使用可能です。

プラスチック製ケーブル接続はバルブの納入範囲に含まれて
います。真鍮製ケーブル接続は別途ご注文いただく必要があ
ります。他のメーカーのケーブル接続も、設置場所と正しい取
り付け方法に適合している場合に限り使用できます。ケーブ
ル接続の動作温度は、最大周囲温度より最低15  K 以上高く
なっている必要があることにご留意ください。

材料 クランプ領
域 [mm]

動作温度 注文番号 証明書
番号

プラスチ
ック

7〜13
-40〜+75 °C

773 277 5)

真鍮 6〜13 773 278 6)

材料 IP	
保護

ダスト貼付ラベル ガス貼付ラベル

プラスチ
ック IP66 II 2D Extb IIIC Db II 2G Exe IIC Gb
真鍮

5) PTB 13 ATEX 1015 X、IECEx PTB 13.00034 X
6) PTB 04 ATEX 1112 X、IECEx PTB 13.00027 X

8.2	 接続端子ボックスの外部アース接続
接続端子ボックス付き電磁コイルには、外部アース接続用の接続端
子が設けられています。
電位均等化を配管またはプラスチック製バルブを介して接続できない
場合、外部アース接続を介して接続を確立する可能性があります。した
がって、その使用は任意であり、操作者の責任となります。
リング接続端子の接続容量は4～6 mm²です。接続は「図8」に示され
ているように確立されます。

日本語
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設置と分解
タイプ AC19

9	 設置と分解

危険！

システムまたは製品内の高圧による怪我のリスク。
▶ システムまたは製品で作業を行う前に、圧力を遮断し、配管を減

圧するか、または空にしてください。
感電による怪我のリスク。
▶ システムまたは製品で作業を行う前に、電源をオフにし、再起動

しないようにスイッチをロックしてください。
▶ 電気製品に適用される事故防止規定および安全規制を遵守し

てください。
長時間の使用によって高温になった製品の表面により火傷や火災が
発生するリスクがあります。
▶ 製品を可燃性の物質や媒体から遠ざけ、そして素手では触れな

いでください。
損傷した接続ケーブルによる短絡の危険。
▶ 電磁コイル接続ケーブルは確実に固定し、損傷から保護する必

要があります。
爆発の危険。
電磁コイルとバルブボディは、設置後にクローズドシステムを形成し
ます。爆発危険領域で使用する場合、動作状態でシステムを開くと爆
発のおそれがあります。
▶ 作動中はシステムを分解したり開いたりしないでください。

危険！

静電気の放電による爆発のリスク。
静電気を帯びた装置や人体から突然放電が発生した場合、危険区域

（爆発危険領域）では爆発の危険性があります。
▶ 適切な措置を講じて、危険区域（爆発危険領域）内で静電気が発

生しないようにすること。
▶ 製品は、高電荷を発生する工程、自動研削・切削工程、電子の飛

散（例：静電塗装装置付近）、または空気圧で推進される粉塵を
発生する区域では使用できません。

▶ 電磁弁製品の表面は、湿らせた布または帯電防止布のみで軽く
拭いて清掃してください。

警告！

不適切な設置による怪我のリスク。
▶ 設置は、適切な工具を備えた訓練を受けた技師のみが実施で

きます。
▶ システムが意図せず作動するのを防ぐため、スイッチをロックし

てください。
▶ 設置後、制御された方法で再起動してください。

9.1	 バルブの設置
設置に関する正確な説明は、該当するバルブの取扱説明書
および/またはオンラインサイト 
https://country.burkert.com/でご確認いただけます。

日本語
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設置と分解
タイプ AC19

9.2	 電気接続
危険！

感電による怪我のリスク。
▶ システムに手を伸ばす前に、電源を切り、再起動しないようスイ

ッチを固定してください。
▶ 電気製品に適用される事故防止規定および安全規制を遵守し

てください。
金属製バルブコンポーネントとコイルの保護導線との間に電気的
接触がない場合、感電の危険性があります。
▶ 必ず保護導線を接続してください。
▶ 電磁コイルの保護導線とバルブのコアガイドチューブ間の電気

的導通を確認してください。
接続端子ボックス付き電磁コイルを使用する場合、以下の点も必ず
確認してください。
▶ 恒久的なケーブルおよびラインのみを挿入してください。
▶ 適切なケーブルとワイヤガイドを使用してください（第「8」章を

参照）。付属の取扱説明書に記載されている規定に注意してく
ださい。

▶ 接続端子ボックス内では、0.5 mm²から2.5 mm²の接続端子接続
を持つワイヤのみを接続してください。

▶ 接続端子を0.25 Nm で締め付けてください。
▶ ハウジングカバーを適切にロックします。ロックねじを2 Nm で

締め付けます。
▶ 保護アース接続の状態を確認してください。
▶ 電源を切った状態でのみ、ハウジングカバーを開けてください。

▶ ケーブルの温度上限は、周囲の最高温度より最低でも15 K高く
なっている必要があります。

▶ フレキシブルラインにはケーブルエンドスリーブを使用してく
ださい。

▶ 外部アース接続端子は袋入りでハウジングカバーに接着されて
いるため、製品の設置時には必ず取り外す必要があります。

9.2.1	 ケーブル出口付き電磁コイル

接続ケーブルは、電磁コイル タイプ AC19 と一体成型され
ており、取り外すことはできません。 
銘板に記載されている電圧を確認してください。

心線カラー ピン割り当て
緑黄色 保護導線

黒 相/陽極 (+)

黒 中性線/陰極 (-)

日本語
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設置と分解
タイプ AC19

9.2.2	 接続端子ボックス付き電磁コイル

位置 電源ラインのピン割り当て

保護導線

中性線/陰極 (-)

相/陽極 (+)

図7：	 接続端子ボックス

ねじ

ばねリング座金

プレート

プレート

ケーブル付きリング接続端子

図8：	 外部電位均等化の接続

9.3	 分解
危険！

システムまたは製品内の高圧による怪我のリスク。
▶ システムまたは製品で作業を行う前に、圧力を遮断し、配管を減

圧するか、または空にしてください。
感電による怪我のリスク。
▶ システムまたは製品で作業を行う前に、電源をオフにし、再起動

しないようスイッチを固定してください。
▶ 電気製品に適用される事故防止規定および安全規制を遵守し

てください。

警告！

不適切な分解による怪我のリスク。
▶ 分解作業は、必ず適切な工具を使用する訓練を受けた人員が実

施してください。
接続部から漏れ出た流体による怪我のリスク。
▶ 接続ラインを慎重に密閉します。

→ 電気接続を切り離してください。
→ バルブハウジングを配管から切り離します。

注記！ 

汚染による故障！
• 新たな設置時には、接続部から古いPTFEテープを取り除きま

す。テープの残留物がパイプラインに入り込まないようにしてく
ださい。

日本語
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コミッショニング
タイプ AC19

10	 コミッショニング
警告！

不適切な操作による怪我のリスク。
不適切な操作は、怪我だけでなく、製品とその周辺に損傷を引き
起こすおそれがあります。 
▶ コミッショニングに、操作担当者が取扱説明書の内容を認識し、

完全に理解していることを確認してください。
▶ 安全に関する注意事項に従い、本製品は所定の用途でのみ使用

してください。
▶ システムまたは製品を起動できるのは、十分な訓練を受けた担

当者のみです。

コミッショニングの前に、以下の点を確認してください。
→ 製品が正しく設置されていること。
→ 接続が正しく行われていること。
→ 製品が損傷していないこと。
→ すべてのねじが締め付けられていること。

11	 メンテナンス、修理、トラブルシューティング

11.1	 メンテナンス
AC19 電磁コイルは、取扱説明書に記載された操作条件を遵守すれ
ば、メンテナンスフリーです。

11.2	 修理
危険！

不適切な修理による怪我のリスク。
AC19 電磁コイルおよび付属の電磁弁の安全性と機能は、修理が
メーカーによって行われた場合にのみ、修理後に保証されます。
▶ 製品の修理は必ずメーカーに依頼してください。

11.3	 トラブルシューティング
故障時には以下のことを確認してください。
→ 製品が正しく設置されていること。
→ 接続が正しく行われていること。
→ 製品が損傷していないこと。
→ 電圧と圧力が印加されていること。
→ 配管に詰まりがないこと。
→ すべてのねじが締め付けられていること。

日本語



21 

輸送、保管、梱包
タイプ AC19

12	 輸送、保管、梱包
注記！ 

輸送中の損傷。
適切に保護されていない製品は輸送中に損傷するおそれがあり
ます。
	• 輸送中は、耐衝撃梱包で装置を湿気や汚れから保護してく 

ださい。
	• 許容保管温度を超えたり下回らないようにしてください。
不適切な保管は装置の損傷につながるおそれがあります。
	• 装置は乾燥したほこりのない場所に保管してください。
	• 保管温度：-40〜80 °C    
媒体で汚染された部品による環境への損傷。
	• 製品とパッケージは、環境にやさしい方法で廃棄処分してくだ

さい。
	• 適用される廃棄物処理規定および環境規制を遵守してく 

ださい。

日本語
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